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        2023 巻 頭 言        

      「どうする山岳会」    埼玉県山岳・スポーツクライミング協会 副会長 村岡 正己 

     
    日本の重要課題、「人口減少・少子高齢化」が競技団体の課題としても目の前に立ちはだ 

   かっている。対策は？もともと、趣味の世界で事業をボランティア的に行ってきた組織に 

   とって難題である。 そこで ChatGPTで探ってみた。 

 

  1. 新たなターゲット層を見つける・少子高齢化や人口減少によって、若年層や一般層からの 

   参加者が減少している現状を踏まえ、新たな参加者層を開拓することが必要です。 

  2. コミュニティとの連携を強化する・地域のコミュニティと連携し、スポーツ団体として地 

   域に根付いたイベントの開催や、コミュニティの活性化を目的としたイベントを共同で開 

   催することで、参加者の確保や関心を高めることができます。 

  3. オンライン活用の強化・オンラインでのイベント開催や、SNSを活用した情報発信など新 

   たなコミュニケーション手段を取り入れることで、参加者の拡大や情報の発信が容易にな 

   ります。 

  4. 地域・企業との提携・地域自治体や企業との提携を強化し、スポーツ施設や人材の提供な 

   ど、資源やネットワークを活用することができます。 

  5．ダブルスポーツへの参加・(学校部活の地域移行対応) 

   ありきたりの回答ですが、ここにヒントがあると信じていければと思います。今から、7年 

   前の 2015年の 12月、森下さん他数名で大宮のある場所で、スポーツククライミングという 

   名称を使って行こうという話し合いをしていたことが昨日のように思い出します。 

   あの時は明るい未来しか想像していませんでした！！   頑張っていきましょう！  

7８ 

前列左から 4 人目土屋副会長、田中名誉会長、加藤会長、堀江議長、鈴木副会長、天野専務理事 
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就任挨拶 堀江伸子議長 

 

（一社）埼玉県山岳・スポーツクライミング協会 

令和５年度 定期総会 議事録 敬称略 

1.日 時：令和 5年 5月 14日(日) 

          午後 2時 00分から午後 3時 45分 

2.場 所：北本中央公民館  

3.出席者：正会員 23名、委任 9名、 

（計 32/41 で成立） 

 

4.議 長：堀江 伸子（桜草山の会会長） 

 

5.会議の目的事項並びに議事の経過の要領及び 

結果： 

定款第 18条により司会の天野専務理事が議長 

選出方法を諮ったところ立候補がなかったので、

推薦として堀江 伸子氏(桜草山の会会長）を推薦

したところ、賛成多数で選出された。 

 また、議事録署名人として岩井田 正昭(山岳同

人埼玉)、伊藤 正孝(防衛医科大学校山岳同好会)

が選出された。 

事務局より、正会員 23名、委任 9名、計 32名 

の出席状況報告があり、議長は、本総会は適法に

成立したことを確認し、議案の審議に入った。 

 

第１号議案 「令和 4度事業報告について(報告)｣ 

各委員長は､｢令和 4 年度事業報告」について、

重要な場所を読み上げながら説明を行った。 

議長は、その賛否を議場に諮ったところ、満場一 

致により承認された。 

 

第 2 号議案 「令和 4 年度決算報告の承認につい

て」(議決) 

事務局長は、「令和 4年度決算報告」について 

「活動計算書」、「対照表」「計算書」、「財産目 

録」について読み上げながら説明を行った。 

岩武監事は、加療入院中の為、後日会計監査を行

うこととなった。 

議長は、令和 4年度決算について賛否を諮ったが、 

「会計監査の終了をもって承認すること」として

承認された。 

 

第 3 号議案 「令和 4 年度に制定された規程につ

いて」（報告） 

総務部より「謝金及び報酬に関する規程」、「所属

選手規程」の説明があった。 

 

第 4 号議案 「令和 5 年度委員長・委員等の変更

について」（報告） 

天野専務理事より、「委員長・委員等の変更」、 

事務局より「加盟団体の変更」等の報告があった。 

 

第 5号議案 「令和 5年度事業計画案について」 

「令和５年度事業計画」について、担当委員長よ

り重要な場所を読み上げながら説明を行った。 

議長は、事業計画案についてその賛否を議場に諮

ったところ、満場一致により承認された。 

 

第 6号議案 「令和 5年度予算案について」 

事務局長は、「令和 5 年度予算案」について、

各事業の「収支予算内訳書（期間令和 5 年 4 月 1

日～令和 6年 3月 31日)」を用いて説明があった。 

 議長は、予算案についてその賛否を議場に諮っ

たところ、満場一致により承認された。 

 以上をもって令和５年度の議事が終了したので、

議長は閉会を宣した。 

上記決議を明確にするため、本議事録を作成し、

議事録署名人が次に記名押印する。     

                以上 

 

令和 5 年 5月 14日 

（一社）埼玉県山岳・スポーツクライミング協会 

令和 5年度 定期総会議長 堀江 伸子    印 

議事録署名人 岩井田 正昭  印 

議事録署名人 伊藤 正孝   印 
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     冒頭の総会開会挨拶 加藤会長 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

              敬称略 

総会出席者 敬称略   所属会・代表者名 

 

1  あゆむ山の会    平野 貴嗣  

2  浦和渓稜山岳会    北村 孝  

3  浦和山岳会     田中 文男  

4  ｴｺｰ山の会     室伏 秀三  

5  遠峰山岳会     天野 賢一  

8   大宮岳稜会      阿部 誠一 

9  大宮山岳会      日野 努 

12  加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 道浦 陽司 

14  川口市登山同好会    千葉 弓子 

16  熊谷山岳会     長谷川 茂 

17   熊谷山旅会           熊谷 季久 

19  彩・岳悠会     秋元 淑子  

20  桜草山の会     堀江 伸子  

21  山岳同人ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ｱﾐ 瀬藤 武  

22  山岳同人 埼玉    大野 文雄 

23  山学同人 比企    大山 光一 

24  自由登山の会 TinTin 鈴木 百合子 

25  草加山の会     青木 慎弥 

27  TEAMやまあるき   田本 真砂子 

30  日本山岳会埼玉支部   大山 光一  

35  深谷山岳会     加藤 富之  

37  防衛医科大学校山岳同好会  

伊藤 正孝  

40  無名山塾             金澤 和則  

           参加団体 23団体 

 

委 任   代表者名省略 

06 小川山の会、07 大宮 AC、11 JSCC 

13 川越山岳会、28 秩父山岳会、 

31 日本ｽﾉｰｼｭｰｲﾝｸﾞ連盟、39 MACC 

41 毛呂山山岳会、42 ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ四季彩会   

           委任団体 9団体 

               

 

敬称略 

【監事等の変更】 

新  任 

監 事     道浦 陽司 （加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ) 

 

【委員長等の変更】 

新  任 

自然保護委員長  千葉 弓子 (川口市登山同好会) 

退  任 

選手強化副委員長  戸塚 貴之 (加須 CCビナ) 

自然保護委員長  長谷川 茂 (熊谷山岳会) 

 

【加盟団体の変更】 

退  会   

東松山山岳会   令和 5年 5月 5日付  

会名称の変更 

(旧) UD･A･C   (新) ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ四季彩会  

代表変更 

JSCC              新代表  山中 江美子 

エコー山の会  新会長  室伏 秀三 

TEAM やまあるき       新代表  田本 真砂子 

ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ四季彩会  新代表  岩武 成秋 

事務局変更 

桜草山の会       新事務局 山村 淳一 

委員変更 

大宮岳稜会       新委員   小川 正博 

浦和渓稜山岳会     新委員   高橋 亜由美 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
右手前 新任の千葉弓子自然保護委員長 

令和 5 年度 変更のお知らせ 令和 5 年度 総会出席者一覧 
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山岳遭難防止キャンペーン（春）実施報告 

実施日：2023年 4月 29日（土）7:30～9:45 

場 所：SMSCA参加役員 

 棒の嶺ノーラ名栗     瀬藤 武  ・松本 善行 

 西武線西武秩父駅前  岩井田正昭・塩谷 壽子 

 武甲山一の鳥居登山口   (SMSCA 不参加)  

 両神山日向大谷登山口 加藤 富之 ・秋庭 栄 

主 催：埼玉県警察本部 

参加者：「埼玉県」消防課、みどり自然課、 

 秩父環境管理事務所、 

「消 防」秩父消防本部、埼玉西武消防局 

「警 察」本部地域総務課、秩父警察署、 

 小鹿野警察署、飯能警察署 

「民 間」埼玉県山岳・SC協会  計 35名 

内 容：5 月連休に山岳遭難事故が増加する為、 

春山シーズンに合わせて安全登山指導及び登

山届出の啓発等のキャンペーンを棒ノ嶺登山

口のノーラ名栗等 4カ所で行った。 

 

棒の嶺班  ノーラ名栗  

SMSCA 瀬藤・松本 

「ノーラ名栗」計画書 記帳コーナー 

 

登山計画書提出 97 件 157 名前日夜現地入

りし仮泊し 7：15よりトイレ前に会場設置。 

7：30 キャンペーン開始 開始直後は車の方が

ちらほら訪れ計画書を書いて頂き、その後はバ

スの到着毎に登山が訪れ計画書を書いて頂く。 

以前参加した時は、面倒がって記帳所を素通

りする方がたくさん居ましたが、今回はほぼ全

ての登山者が計画書を記載して頂きました。登

山届提出者にはパーティ人数分の遭難防止パン

フレット、救急グッズ配布を行いました。ノー

ラ名栗は、家族連れの登山パーティが多くお子

様には大変好評でした。   

登山計画書記載数 97件登山者数 157名 

 

数団体の登山パーティは事前に登山計画を提出済

又は持参しておりそのまま提出しておりましたが

大多数の登山者は登山届未提出で登山に向かうと

ころでありＱコードから提出できることを説明し

ました。 

遭難事故パーティ―の登山届提出率10％前後で 

あることから、今後登山届の提出を促進する対策

が必要と感じた。埼玉県では、両神山・小鹿野二

子山・甲武信ケ岳・日和田山・雲取山・笠取山近傍

の山岳事故の防災ヘリ出動に際しては救助費用を

有料化しております。例えば、登山届提出の場合

は無料、未提出の場合は有料とか未提出の場合は

2 倍とかにし登山届提出アップを図れないものか

と考えてしまいます。色々反論はあるかと思いま

すが現状では登山届提出率アップは進まないもの

と思うし、山岳団体以外では埼玉県の山岳事故に

伴う防災ヘリ出動有料化も周知されていないもの

と思われる。9：45 キャンペーン終了、バス時間

に合わせて終了。   

        報告 遭対委員長 瀬藤 武 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

西武秩父駅班 西武鉄道・西武秩父駅構内 

     SMSCA 岩井田・塩谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「西武秩父駅」計画書 記帳コーナー 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

両神山班     両神山登山口 

SMSCA 加藤・秋庭 

「日向大谷登山口」計画書 記帳コーナー 

遭難対策委員会:活動報告 
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富士登山と高所順応（机上講演、山行） 

目 的 

①高度障害と順化について、医学的知識や現場 

での予防、対処法を学ぶ。 

②事前の机上講演（ワークショップと、実践山 

行として富士登山を行う。 

机上講演 

期  日：8月 17日（木）19時〜21時 

会  場：シーノ大宮桜木公民館 

富士登山 

期  日：8月 26日(土)〜27日(日) 

ル ー ト：未定  ☆詳細は HPを参照下さい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

アルパインクライミング・レベルアップ研究会

（無雪期／積雪期） 

目 的 

①夏冬を通したアルパインクライミング技術の更 

なるレベルアップをめざす。 

②参加者相互の技術交流を深めながら知識･経験 

を共有する。 

③ヒマラヤをはじめとする高峰登山の下地、実力 

を養成する。 

④高峰登山の研究も同時に進めながら、遠征計画 

の企画･立案をめざす。 

 無雪期： 7月 23日  奥多摩 ・つづら岩  

     10月 15日  足  尾 ・松木沢 

積雪期； 1月 14日  未  定 

3月 3 日  未  定 

☆ 詳細は HP を参照下さい｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

環境月間に合わせ自然保護委員会は『埼玉県・

関東ふれあいの道及び県立自然公園』クリーン登

山を 5 月 1 日～8 月 31 日の期間に開催いたしま

す。加盟の山岳会（サークル）、他広く皆様の御協

力をお願い致します。実施する『クリーン登山』

の場所は、各会グループで調整をお願いします。 

 リスト以外の任意のコース選定などは、お任せ

します。 本年度も、埼玉のトイレ調査を合わせて

行い、快適な登山を図る活動もお願いします。実

施後は登山道・道標などの実際の状況報告をお願

いいたします。クリーン登山についての「推奨ル

ート」及び報告書は HPよりダウンロード出来ます。

山行ルートの参考にお願いいたします。 

自然保護委員会 

  

輝く妙高を駆け抜ける 

 

スノーシューイング大会 終了報告 

お陰様で、3 月 5 日の日光大会をもちまして今

季のシリーズを無事終了いたしました。 

妙高大会は、生憎の雨となりましたが、最悪の

コンディションの中、選手たちが嬉々としてフィ

ニッシュする姿が印象的でした。日光大会は、日

光特有の少雪が硬くなったコースを走る、高速レ

ースとなり、熱戦が繰り広げられ、フィニッシュ

した選手たちは達成感に包まれておりました。妙

高、日光両大会の選手たちが奮闘し、喜ぶ姿に、

当連盟及び関係者一同、スノーシューイングのさ

らなる普及に向けて決意を新たにさせて頂いてい

るところです。 

安全面に関しましては、当連盟の悳常任理事の

許、多くの救難、救護のベテランの方々にボラン

ティアとしてご協力いただき、万全の態勢を敷き、

無事両大会を終えることができました。 

今回のシリーズの課題であったコロナに対する

対応に関しましては、他スポーツ団体よりも厳し

いルールを選手、スタッフの皆様に課しておりま

したが、皆様そのルールを守られ、一人も感染者

を出すことなくシリーズを終えることができまし

た。スポーツはルールであり、その選手の皆様を

信じて良かったと思っております。 

今シーズンもご後援を賜り、新潟、栃木の各岳連

様のご後援、ご協力いただき、再度深謝申し上げ

ます。スノーシューイングのさらなる普及、社会

的地位向上に今後ともご支援を賜りますように、

よろしくお願い申し上げます。 

日本スノーシューイング連盟   

会 長 原田 克彦 

 

Web：https://japansnowshoeig.org 

F B：https://www.facebook.com/snowshoeingrace 

海外登山委員会：お知らせ 

自然保護委員会：お知らせ 

日本ｽﾉｰｼｭｰｲﾝｸﾞ連盟：活動報告 
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団体名 : TEAM やまあるき  

創 立 : 2010年（平成 22年）8月  

代 表 者 : 会長 田本 眞砂子 

会 員 数 : 合計 22名(男 11名・女 11名) 

連 絡 先 : 〒333-0861 川口市柳崎 5-7-32 

  TEAMやまあるき事務局 冨士田 始 

  メールアドレス : warabi@team-yama.net 

集会日時 : 不定期  

集会場所 : 蕨市立中央公民館 旭町公民館 

活動内容 : 毎月 1 回会員のレベルにあった定例 

 登山または定例ハイキング活動を行っておりま 

 す。 

会の紹介 : 「ＴＥＡＭやまあるき」は、蕨市を活

動拠点とした山岳愛好者により結成された登

山・ハイキングサークルです。主に関東近郊の

低山や里山を日帰り登山・ハイキングし、会員

同士の交流を図っております。標高２千 m 以上

の山々の登山については、個人山行として実施

しております。 

会員募集 : 会員は 30代から団塊・シニア世代ま

で幅広く加入しております。入会にあたっては

当会の趣旨・規約にご賛同いただき、山行中は

リーダーの指示に従っていただきます。また、

日山協保険やスポーツ安全保険等に加入するこ

とも義務付けております。 

活動内容 : 安全で楽しく仲間との交流できる登 

 山・ハイキング活動をしています。コンパスを 

 使った地形図の読み方や YAMAPなど GPS 登山技 

 術の向上を図り、また歩行技術や安全確保技術 

 の向上にも力を入れております。なお、会員間 

 の連絡は全て電子メール・スマホ等で行い SNS 

 を活用し、常時、会員同士の交流も図っていま 

 す。 

ホームページ https://www.team-yama.net/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名：公益社団法人日本山岳会埼玉支部  

創 立：2010 年（平成 22 年）4月 

代 表 者：大山 光一 

会 員 数：合計 148名（男：99名・女：49名） 

連 絡 先：〒350-0201 坂戸市赤尾 1910 

事務局長 林 信行 TEL: 080-2256-4829 

mail:：stm@jac.or.jp 

集会日時： 

支 部 委 員 会：毎  月 第 3水曜日 19:00～ 

山 行 委 員 会：偶数月 第 1月曜日 18:30～ 

自然保護委員会：毎  月 第 2月曜日 18:00～ 

安全登山委員会：奇数月 第 1火曜日  

集会場所：浦和コミュニティーセンター9F 

活動内容：支部山行委員会で月例山行、四季の山 

平日山行を企画し会員の多様な指向に合わせた

山行計画立案を重視しています。又、趣向やレ

ベルのあった支部会員同士での山行も楽しんで

います。 

会の紹介：私たちは登山をこよなく愛し、日常の 

趣味とし、また健康に資するスポーツとし、あ

るいは自己を高めるチャレンジとして楽しみた

いと念願しております。平成 30年より自立する

登山者の養成を目的とし最新の登山技術や知識

及び指導力を有する登山ガイドの協力を得て

「埼玉やま塾」を開講しています。また、日本

山岳会主催の初級冬山における登山教室指導者

養成講習会への会員派遣、登山ガイド資格者に

よる沢登り、岩登り、雪山講習など、登山の知

識や技術の向上・安全登山対策を図るとともに

次世代を担うリーダーの養成に取り組んでいま

す。安全登山講習活動を年間 4～5回講演会・講

習会を企画実施、自然保護活動については森林

保護活動、草木の観察会、シカ被害調査等、山

の自然を守る活動を行っています。また社会貢

献活動では埼玉県障害者スポーツ協会と共催で

「ふれあい登山」として障害者のハイキングを

サポートしています。 

 会員募集：登りたい山、難しい山に安全に登りた  

  い。登山を通じて仲間を増やしたい。登山ばか 

  りでなく、植物のこと、地形のこと、天気のこ 

  となどたくさん学びたい。組織だった登山、個 

  人で自由に楽しめる登山、いろいろなスタイル 

  の登山を経験したい。経験豊かな方、経験浅い 

  方、いろいろ触れ合いたい。そんな思いの皆様， 

  大歓迎します！  

  ホームページ：http://jac1.or.jp/saitama 
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◇◆日本山岳・スポーツクライミング協会◆◇           

2024 年 2月号 JMSCA「登山月報」659号の表紙 

  に掲載予定の写真を公募いたします。 

☆ 募集写真：埼玉県内の山岳をテーマとする 

☆ 応募資格：協会加盟団体の会員  

☆ 応募方法：作品は下記応募規定を順守、 

       メール添付にて送付 

☆ 送 付 先：miwaida.16.254@gmail.com   

             広報委員長 岩井田 正昭  

☆ 応募規定：  

・作品は未発表のデジタル作品。 

・応募作品は 1人 3点以内 

・作品ごとに「画題、撮影場所、撮影年月日、撮

影者名、所属山岳会、住所、電話番号」をメー

ル本文に記入のこと。  

・写真のファイル形式は TIFF または JPEG と

する。 5MB以内の画像としてください。 

・作品の著作権は（一社）埼玉県山岳・スポーツ

クライミング協会に帰属します。  

☆ 応募締切：2023 年 11月 30日   

☆ 審 査：2023 年 12月中頃  広報委員会 

☆ 審査結果：24年 1 月理事会にて発表 

     1点を｢JMSCA｣に提供します。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

  「関東ブロック・団体の異動等ご案内」  

             6月 10日現在 敬称略 

(一社）群馬県山岳・スポーツクライミング連盟 

法人化に伴う名称変更と新役員 令和 5年 4月 

会 長：吉田 直人 

副 会 長：小林 達也 

副 会 長：土屋 邦夫 

副会長兼専務理事：佐藤 光由  

常任理事：小池 寛喜(事務局兼務)、根井 康雄 

櫻澤 斉、封比地 昇、赤松 久字、岡本 隆 

大和 亨、根岸 仁、金子 一実 

委 員 長：石橋 修、小和田 和貞 

事務局長：小池 寛喜 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（一社）栃木県山岳・スポーツクライミング連盟 

役員改選のご連絡    令和5年5月9日   

代表理事  (会  長) 粂川 章 (新会長) 

業務執行理事(副 会 長) 仙石 富英 

佐久間 利美 

上小牧 憲寛 (新任) 

業務執行理事(専務理事) 芳賀 真治 (理事長) 

業務執行理事(事務局長) 石賀 雅浩 

  《 阿寺の岩場 》安全祈願祭 

恒例の安全祈願祭は 4 月 23 日 11 時から開催、

地元加藤宮司により神事が執り行われました。 

参加者は県内外から 33名を数え、コロナ禍終息

に伴いこれまでにない盛況のなか、安全登山を祈

願し厳かに進められました。 

お施主の大野代表をはじめに参加者全員にて

「玉串奉奠」の儀、SMSCA 所属会からは AC・四季

彩会、あゆむ山の会、大宮山岳会、川越山岳会、

G・ド・アミ、草加山の会、JAC 埼玉支部、山岳同

人・埼玉、SMSCA 個人会員、SMSCA 森下顧問、(大

宮 AC・ご芳志)、11 グループ 20 名の参加の他、

他県、都内から参加のグループの方々。 

地元の東吾野駐在署員も参加戴き安全登山のご

講話を戴きました。神事終了後、参加者有志で駐

車場付近から車道のクリーン清掃、および岩場の

清掃、ラペリングボルト締め点検などを行いまし

た、参加者の皆様有難うございました。 

大野主宰「クライミング道場」にて直会を開催

し全日程を終了し解散しました。  

山岳同人埼玉 岩井田 正昭 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

【編集後記】 

 アッという間に 2023年半ば、7月の関ブロ開

催に向けて担当の役員は大車輪、此処は踏ん張ら

ないと！関東が梅雨入りとなり鬱陶しい時期とな

りました。合間を縫って予定通り 78 号発行。m.i 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆Ｓ◆Ｍ◆Ｓ◆Ｃ◆Ａ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
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